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復
興
を
祈
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ

　

上
月
地
域
で
行
わ
れ
た
歴
史
散
策
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
町

内
外
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
佐
用
町
の
復
興
を
心
か
ら
願
い
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
と

歴
史
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
（
関
連
記
事
11
㌻
）。

がんばろう  佐用町

●主な内容

庵逧町長２期目へ････････････････２～３

復興計画検討委員会発足･･･････････４～５

佐用保育園・さよう子育て支援センターが完成･･６

こどもすくすく応援券の申請を受付中･･７
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町の復興に全力
庵逧町長２期目へ

　任期満了に伴い、10 月 25 日に行われた佐用町長選挙で、庵逧典章
町長の再選が決定し、庵逧町政２期目がスタートしました。

　

未
曾
有
の
大
水
害
か
ら
は
や

４
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
尊
い
人
命
を
失

い
、
今
な
お
、
お
二
人
の
か
た

が
行
方
不
明
と
い
う
辛
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
12
月
６

日
に
は
、
慰
霊
祭
を
と
り
お
こ

な
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
亡
く

な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
ご
冥
福

と
、
行
方
不
明
の
か
た
が
、
一

日
も
早
く
見
つ
か
る
こ
と
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
消
え
る

こ
と
の
な
い
悲
し
み
を
胸
に
、

ふ
る
さ
と
佐
用
の
復
興
に
、
町

民
が
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
上
が

る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
合
併
後
４
年
の
任
期
を

終
え
て
、
先
般
執
行
さ
れ
ま
し

た
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く

の
か
た
が
た
の
ご
信
任
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
い
て
町
長
と
し

て
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
期

の
創
造
的
復
興
を
め
ざ
し
、
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
生
活
再

建
、
ま
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
整
備
な
ど
、
今
後

背
負
う
責
任
の
重
さ
と
大
き
さ

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

選
挙
戦
に
お
い
て
、
町
内
全

域
を
く
ま
な
く
回
り
、
こ
の
た

び
の
災
害
が
町
民
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
与
え
た
傷
の
深
さ
、
そ

し
て
災
害
規
模
の
大
き
さ
を
改

め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
各
地
で「
復
興
を
頼
む
」

と
い
う
期
待
と
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
く
と
も
に
、
様
々
な

ご
意
見
、
ご
要
望
を
受
け
賜
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
か
ら
、
佐
用
町

が
い
か
に
復
興
す
る
か
は
、
町

の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
最

重
要
課
題
で
す
。
町
民
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
様
々
な
生
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
将
来

を
見
据
え
た
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
、
全
身
全
霊
を
さ
さ
げ

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

10月26日、初登庁する庵逧町長

←

全
身
全
霊
を
さ
さ
げ

　
　

復
興
に
取
り
組
む



�

　

集
中
豪
雨
の
被
害
は
、
農

地
、
山
林
、
河
川
、
道
路
な
ど
、

ど
れ
も
一
つ
の
町
の
対
応
力

を
は
る
か
に
超
え
、
国
、
県

の
支
援
な
し
で
は
復
旧
・
復

興
は
な
し
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
さ
ら
に
連
携
を
深

め
、
特
に
、
千
種
川
や
佐
用

川
の
大
規
模
改
修
な
ど
、
災

害
に
強
い
佐
用
町
の
基
盤
づ

く
り
に
最
大
限
の
努
力
を
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
の
住
宅
支
援
や
農
林
・
商

工
業
へ
の
支
援
策
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
の
心
の
ケ
ア
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
も
、国
、県
の
支
援
の
も
と
、

町
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
拝

聴
し
な
が
ら
、「
佐
用
町
災
害

復
興
計
画
」
の
策
定
を
急
ぎ
、

必
要
な
具
体
的
対
応
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
の
柱
で
あ
り

ま
す
防
災
計
画
の
練
り
直
し

も
急
務
で
す
。

　

今
回
の
災
害
に
関
す
る
資

料
や
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、
専
門
家
に
よ
る
検

証
委
員
会
に
よ
っ
て
早
急
に

災
害
の
検
証
・
分
析
を
行
い
、

今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し
、

地
域
の
実
状
に
応
じ
た
防
災

計
画
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
事
業
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
厳
し
さ
を
増
す
財
政

の
安
定
に
努
め
な
が
ら
、
子

育
て
、
教
育
、
福
祉
の
充
実

な
ど
、
様
々
な
課
題
に
も
引

き
続
き
全
力
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
合
併
以
降
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

協
議
会
の
皆
さ
ま
の
様
々

な
活
動
や
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
社
会
を
維
持
す
る
基
礎
も

少
し
ず
つ
整
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
を
支
援
し
、
住

民
自
治
の
基
盤
を
整
え
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

健
全
な
町
政
運
営
と
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

←

【町義援金】
　佐用町が受け付けている義援金は、
９月 30 日、義援金配分委員会（会長：
高見俊男副町長）を開催し、同日現在
受け付けていた義援金約１億４千万円
の約 9 割の配分を決定し、下記のと
おり一時配分を行いました。
①亡くなられたかた　30 万円
②住家被害　全壊 20 万円、大規模半
　壊・半壊 10 万円、床上浸水５万円
③商工業者など　工場、店舗などが床上
　浸水以上の被害を受けた事業主へ３
　万円
④支給期間
　①～②は 10 月 15 日から町内８会
場で、また③は 10 月 28 日から被災
した事業所に直接支給しました。

【県義援金】
　また、兵庫県が受け付けた義援金は、
10 月 27 日、県の義援金募集委員会が
開催され、下記のとおり一時配分が決
められました。
①亡くなられたかた　22 万円
②住家被害　全壊 22 万円、大規模半
　壊 11 万円、半壊 11 万円、床上浸
　水４万円
③支給期間
　11 月 11 日から、金融機関の口座に
振り込みました。

■お問い合わせ
　災害復興対策室
　☎８６－８７５５（上月）
　☎８２－２４６０（佐用）

義援金の一次配分 復
興
計
画
を
策
定
し

   

よ
り
具
体
的
な
対
応
を

防
災
計
画
の
見
直
し
も
急
務

行
財
政
改
革
も
推
進
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復興計画検討委員会発足
　

町
災
害
復
興
計
画
は
、
台
風

９
号
災
害
に
よ
っ
て
、
人
的
被

害
を
は
じ
め
、
各
所
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
佐
用
町
が
、
一

日
も
早
い
復
興
と
同
時
に
合
併

時
に
掲
げ
た
将
来
像
「
ひ
と　

ま
ち　

自
然
が
き
ら
め
く　

共

生
の
郷　

佐
用
」
を
め
ざ
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

復
興
計
画
検
討
委
員
会
は
学

識
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
外
の
委
員
15
人
（
次
㌻
上
参

照
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
同
委
員
会
を
主
軸

に
、
県
・
町
の
職
員
で
組
織
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
情

報
整
理
を
行
い
、
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
な
ど
の
地
域
の
意
見

を
集
約
し
な
が
ら
、
同
チ
ー
ム

で
素
案
を
作
成
、
そ
の
後
、
同

委
員
会
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

提
案
を
受
け
、
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

計
画
の
完
成
は
来
年
３
月
。

今
回
を
含
め
４
回
の
検
討
委
員

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
委
員

長
・
副
委
員
長
の
選
出
が
行
わ

れ
、
委
員
長
に
関
西
学
院
大
学

総
合
政
策
学
部
教
授
の
室
﨑
益

輝
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
副
委
員
長
に
は
、
大
阪

大
学
大
学
院
准
教
授
の
渥
美
公

秀
さ
ん
と
、
町
自
治
会
連
合
会

　

台
風
９
号
の
災
害
か
ら
一
日
も
早
い
復
興
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
11
月
５
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

で
復
興
計
画
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  一日も早い復興をめざして

←

第１回検討委員会の会議のようす

早
期
復
興
を
め
ざ
し
て

計
画
の
完
成
は
来
年
３
月

委
員
長
に

　

室
﨑
益
輝
さ
ん
が
就
任
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役　職 名　前 所　　　　属
  委 員 長  室﨑  益輝   関西学院大学総合政策学部教授

  副委員長
 渥美  公秀   大阪大学大学院准教授

 坂口  榮   町自治会連合会長
  （三日月連合自治会長）

委　員

 山田  弘治   町議会議長

 矢内  作夫   町議会台風９号災害に関する
  調査特別委員会委員長

 木村  政照   町自治会連合会副会長
  （佐用連合自治会長）

 梶原  義正   町自治会連合会副会長
  （上月連合自治会長）

 嶋本  昭彦   町自治会連合会副会長
（南光連合自治会長）

 三宅  賢三   久崎自治会長
 谷本  学   町商工会長
 祖開  正平   町農業委員会長
 平田  秀三   上月小学校長
 松田  芳夫   町消防団長
 小畠  寛   西播磨県民局長
 森本  和憲   ＮＨＫ神戸放送局長

長
の
坂
口
榮
さ
ん
（
鎌
倉
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
災
害
発
生
当

時
の
映
像
な
ど
を
見
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
災
害
や

復
興
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
今
回
出
さ
れ
た
各
委

員
か
ら
の
意
見
を
は
じ
め
、
地

域
の
意
向
や
考
え
方
を
最
大
限

尊
重
し
、
災
害
に
強
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
の
創
造
に
向
け
て
協
議
を

深
め
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
回
検
討
委
員
会

は
、
12
月
24
日
（
木
）、
午
後

１
時
か
ら
、
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

災
害
復
興
対
策
室

　

☎
86
・
８
７
５
５
（
上
月
）

　

☎
82
・
２
４
６
０
（
佐
用
）

災害復興計画検討委員会委員（敬称略）災
害
復
興
計
画
検
討
委
員
会

委
員
長    

室
﨑  

益
輝
さ
ん

　検討委員会の議論のポイン
トは、大きく３点あると考え
ます。
　１点目は、１日も早く普段
の生活を取り戻すために何が
必要か議論すること。２点目
は、今回のような災害が二度
と発生しない安全・安心なま
ちづくりを進めるための議論。
そして、最も重要な３点目
は、21 世紀の新しい町とし
て、佐用町がきらめくように
甦るための議論です。
　へたをすると、災害は自治
体や地域が衰退してしまう大
きな引き金となります。しか
し、すばらしい人が住み、歴
史的資産にあふれ、豊かな自
然に囲まれている佐用町は、
災害を契機に、素晴らしい町
となる可能性を秘めています。
　委員会では様々な議論を深
め、知恵を出し、勇気を振り
絞って、復興計画を作成した
いと思います。

き
ら
め
く
町
へ
復
興
す
る
た
め
に

プロフィール●関西学院大学総合政策学部教
授、同大学災害復興制度研究所所長。内閣府
中央防災会議専門委員会委員や、ひょうご震
災記念 �1 世紀研究機構参与、日本災害復興
学会会長など、災害復興のエキスパートとし
て、全国各地で活躍。

←地
域
の
意
見
を
尊
重
し

　
　
　
　

協
議
を
深
め
る
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１
月
下
旬
か
ら
長
尾
地
内
に
建
設

を
進
め
て
い
た
佐
用
保
育
園
・
さ
よ

う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

工
事
費
は
約
５
億
３
千
万
円
で
、

総
敷
地
面
積
は
９
，
２
１
３
平
方

㍍
。
木
造
平
屋
建
て
で
、
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
れ
あ
い
事

業
な
ど
が
行
え
る
多
目
的
ホ
ー
ル
の

ほ
か
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
サ
ー
ク
ル

室
、相
談
室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
災
害
で
両
施
設
に
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の

復
旧
事
業
優
先
の
た
め
、
当
初
予
定

の
９
月
末
か
ら
、
約
１
か
月
遅
れ
の

完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
用
保
育
園
は
11
月
９
日
か
ら
新

園
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
日
登

園
し
た
園
児
た
ち
は
、
新
し
い
園
舎

に
大
喜
び
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
遊
戯
室

な
ど
で
、元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

は
、
11
月
７
日
か
ら
新
施
設
に
移
転

し
、
11
月
12
日
と
19
日
、
ま
た
24
日

に
、
子
育
て
講
演
会
な
ど
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
動
は
来

年
４
月
か
ら
。
今
後
は
、
母
子
保
健

機
能
な
ど
を
強
化
し
、
町
の
子
育
て

支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

災
害
で
１
か
月
遅
れ
て
完
成

保
育
園
は
11
月
９
日
か
ら
移
転

本
格
稼
動
は
来
年
４
月
か
ら

佐用保育園
さよう子育て支援センターが完成

新しい遊具で遊ぶ園児たち

完成したさよう子育て支援センター
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こどもすくすく応援券
中学生以下まで対象を拡充国の事業中止を受けて

子育て応援特別手当
支給をとりやめます

　子育て応援特別手当は国の事業
で、小学校就学前３年間の児童お
１人につき３万６千円を支給する
ことになっていました。佐用町で
は、さらに支給対象を広げ、小学
校就学前児童の全員へ手当支給の
準備を進めていましたが、政権交
代で国の子育て応援特別手当支給
事業のとりやめが決まりました。
　本町も国の決定に伴い、本事業
をとりやめることになりました。
　代替事業として、また町独自の
子育て支援事業として、８月号広
報でお知らせしていた「こどもす
くすく応援券支給事業」の対象を
広げ、右記のとおり実施していま
す。
　支給対象者の皆さまにはご迷惑
をおかけいたしました。
■お問い合わせ
　福祉課 　☎８２－０６６１

　子育て支援と地域経済の活性化のため、「町民の暮
らし応援券」を利用した「こどもすくすく応援券」を
支給しています。

■中学生以下の児童を育てる世帯を対象に
　子育て応援特別手当の支給とりやめに伴い、８月号
広報でお知らせした支給対象（小・中学生のみ）を、
11 月１日に本町に住民登録する中学生以下の子ども
たちまで拡充しています。基準日以降、平成 22 年１
月１日までに生まれた子どもたちも支給対象とします。

■児童１人につき１万３千円の商品券を支給
　対象児童１人につき、「町民の暮らし応援券」１冊

（１万３千円分）を、「こどもすくすく応援券」として
無償で支給します。

■対象世帯には郵送で通知
　すでに対象世帯に通知していますので、指定の申請
場所で 12 月 28 日（月）までに手続きをしてください。
なお、申請時に公的身分証明書（運転免許証など）の
提示が必要です。

■お問い合わせ　福祉課 　☎８２－０６６１

■お問い合わせ　福祉課　☎８２－０６６１

登録者
募　集 臨時保育士・臨時給食調理員

　保育園では、次の登録者を随時受け付けています。登録をご希望のかたは、履歴書、資

格証明書、印かんをご持参のうえ、福祉課までお申し込みください。

　なお、登録の有効期間は２年間です。

臨時保育士
■対　象　　保育士の資格のあるかた

■勤務先　　町内保育園

保育園臨時給食調理員
■対　象　　調理師免許をお持ちのかた

■勤務先　　町内保育園

申　請
受付中
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
で
町
内
か
ら
３
人
が
受
章

　

秋
の
叙
勲
で
、
旧
三
日
月

町
議
会
議
員
の
藤
木
毅
さ
ん

（
乃
井
野
）
が
旭
日
双
光
章

を
、
元
町
教
育
長
の
衣
笠
孝

さ
ん
（
真
盛
）
が
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
木
毅
さ
ん
は
、
昭
和
42

年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
、
旧

三
日
月
町
の
議
会
議
員
と
し

て
、
町
政
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衣
笠
さ
ん
は
、
昭

和
34
年
に
利
神
中
学
校
を
皮

切
り
に
、
平
成
９
年
ま
で
学

校
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た

平
成
17
年
11
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
、
町
教
育
長
と
し
て

教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。　

　

藤
木
さ
ん
は
「
多
く
の
人

た
ち
の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
」
と
、
ま
た
衣

笠
さ
ん
は
「
こ
れ
を
励
み
に

災
害
復
旧
に
努
力
し
た
い
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
受
章
の
喜
び

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
の
褒
章
で
は
、

町
消
防
団
長
の
松
田
芳
夫
さ

ん
（
平
福
中
町
）
が
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
団
長
は
、
昭
和
47
年

か
ら
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

し
、
昭
和
58
年
に
分
団
長
、

平
成
18
年
８
月
に
団
長
に
就

任
し
、
消
防
防
災
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
団
長
は
「
多
く
の
皆

さ
ん
の
理
解
や
協
力
の
お
か

げ
で
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
に

も
励
み
に
な
れ
ば
」
と
、
笑

顔
で
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

松田芳夫さん

衣笠孝さん

藤木毅さん

ハロー･ディア･エネミー！80作品展 with ひかりのさと少年少女合唱団
　　平成22年１月９日 土 さよう文化情報センター日時 場所

■絵本展示　午前10時～午後５時
■アトラクション
①ひかりのさと少年少女合唱団に
　よる「ちいちゃんのかげおくり」
　　午前10時30分～午前11時

②図書館職員による
「絵本読み聞かせ」２冊
　　午前11時～午前11時30分

■絵本展示　第２・３会議室
■アトラクション　リハーサル室１

　ハロー・ディア・エネミー！ 80 作品展とは
　「平和、自由、寛容」をテーマに、絵本を世界の国々
から選んだ絵本展。1998 年、インドで開催された IBBY（国
際児童図書評議会）世界大会の際に、ミュンヘン国際青
少年図書館の企画によって展示され、1999 年から 2002
年には日本国内で 80 か所以上で展示されました。2009
年、新たな 28 冊を加え、「ハロー・ディア・エネミー！
80 作品展」として巡回展示されています。

■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

　参加無料　平和と寛容の絵本展示



�

　家庭から出る二酸化炭素を減らす方法に、EM ぼかし

を使って生ごみを処理してはいかがでしょう。

■ EM ぼかしの作り方
①水 1.8㍑を用意し、うち 200cc をお湯にして糖みつ　

　20cc を溶かします。残りの水と混ぜ、さらに EM １

　号液 20cc を入れ、よく混ぜて EM 溶液を作ります。

②次に米ぬか６㌔・油粕２㌔・魚粉２㌔・カキ殻（粉）

　２㌔をよく混ぜ、先ほどの EM 溶液と混ぜます。

③手で握ると固まる程度まで混ぜたら、ナイロン袋に入

　れ、空気を抜いてくくり、漬物桶などに入れてふたを

　します。夏は 1 か月、冬は 2 か月程度発酵させると

　出来上がりです。

　※作り方は一例です。

■ EM ぼかしの使い方
　密閉容器を使います。生ゴミ１㌔に対し EM ぼかし

15㌘をふって押しぶたをします。これを繰り返し容器

が一杯になったら暗いところに 10 日間程度おくと堆肥

になります。また、容器にたまった液は、希釈して排水

口やトイレに流すと消臭効果があり、液肥として野菜や

花にも使えます。

ストップ温暖化シリーズ

環境保全に EM ぼかし
　県下で振り込み詐欺被害が後を
絶ちません。手口は次のとおりで
す。おかしな電話があれば、すぐ
にご相談ください。
■オレオレ詐欺
　「電話番号が変わった」「犯人が
捕まった。銀行のカードを預かり
ます」はオレオレ詐欺の手口です。
■架空請求詐欺
　「未使用サイト」や「民事訴訟
の葉書の請求」はそこに連絡せず、
警察などへ相談してください。
■融資保証金詐欺
　「お金を借りるのに先に保証金
を払え」は詐欺と疑いましょう。
■還付金等詐欺
　「お金を返すから ATM に行っ
て」は詐欺と疑いましょう。

■相談窓口・お問い合わせ
　佐用警察署　☎８２－０１１０

詐欺にご注意

がんばろう佐用町  in  おりひめ

　　12月20日日 さよう文化情報センター日時 場所

午後０時�0分開演 おりひめ文化ホール

■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

　　復興イベント　小中高生による芸能発表会

　このたびの災害で発表の機会がなくなった小中高校生などを対象に、芸能発表会「が
んばろう佐用町 in おりひめ」を開催します。子どもたちにこれまでの練習の成果を発揮
してもらい、佐用町が元気になればと企画しました。子どもたちの力一杯の演技、演奏を、
ぜひご覧ください。

■出演団体（順不同）
佐用高校吹奏楽部、佐用高校琴部、佐用中学校吹奏楽部、三土中学校吹奏楽部、　上
月太鼓稚龍、南光子ども歌舞伎クラブ、ひかりのさと少年少女合唱団、スターダスト
キッズ

入場
無料
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地域に活気を取り戻せ
復興イベント「久崎元気村」

　10月18日、久崎地区センターで、「久崎元気村」
が開催されました。このイベントは、被災した久崎
地域を元気づけようと、地元の人たちが中心となっ
て開催されたもので、多くの人でにぎわいました。

射的ゲームを楽しむ子どもたち。
「よ～く、ねらって・・・」

商工会の焼肉は大好評。会場には
肉の焼ける香ばしいにおいが漂い
ました

千賀ノ浦部屋の皆さんは、本格ちゃんこ鍋を販売

佐用ライオンズクラブの皆さんの協力で明
石名物玉子焼きも販売されました

多くの人たちでにぎわう会場のようす。各
テントには長い行列が

三日月地域づくり協議会の皆さん
は、つきたての杵つきもちを販売。

「復興に向けて、おもちのように
粘り強くがんばってください」
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願いを演奏にのせて
心できくコンサートＩＮ佐用町

　佐用町の復興支援のため、神戸市のボラン
ティアグループ新原の皆さんが企画したピアノ
コンサートが、11月3日、スピカホールで行われ
ました。
　出演した４人の皆さんは、海外でも活躍する
ピアニストばかりで、聴覚や視覚、また肢体に
それぞれ障害をお持ちのかたです。
　演奏は、豊かな自然に囲まれた佐用町が、豪
雨で傷つき、その後「愛」に囲まれて復興への
道を歩むというストーリーに仕立てられ、４
人の皆さんの情熱的で巧みな演奏に、会場に集
まった人たちは、しばし癒しのメロディーに耳
を傾けました。
　演奏終了後、ピアニストの皆さんは「私たち
の思いが、皆さんの心に届いてくれれば。佐用
町が少しでも元気になれば、とてもうれしい」
と話していました。

会場を酔わせたピアノ演奏

コンサートを実施した関係者の皆さん

「力を合わせてがんばろう」
感謝と歴史散策の集い

　11月８日、地元のまちづくりグループや自治
会などで構成する「復興支援感謝の会」主催の
「感謝と歴史散策の集い」が開催され、町内外
から126人の参加がありました。
　コースは、上月歴史資料館を発着点に、上月
城跡から目高集落を経由する約７㌔。コース
の一部は、大上武さん（中上月）が中心となり、
かつてあった山道が再現されたものです。
　参加した皆さんは、参加者同士でふれ合いを
楽しんだり、このたびの水害の近況を話したり
しながら、「今後も力を合わせてがんばろう」
と決意を新たにしていました。
　同イベント開催の中心人物の一人である阪上
好延さん（目高）は「これを契機に災害で傷つ
いた佐用町の復興への足がかりになれば」と話
していました。上月城跡で説明を受ける参加者の皆さん
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復興への願い　列車にのせて
JR 姫新線と智頭線

　JR 西日本は、11 月 3 日に JR 姫新線の「は
ばたん車両」に「がんばろう！佐用町」ヘッ
ドマークを取り付け、運行を始めました。
　このヘッドマークは、県立龍野北高校総
合デザイン科の生徒の皆さんが作成したも
のです。温かい心の象徴であるハートマー
クや、ほたる、天文台、ひまわり、月など
をモチーフに、人々の心をつなげ、佐用町
の復興への願いを表現したものです。
　また智頭線は、10 月 27 日から、車両内
の広告掲示スペースに、智頭急行（株）の
社員の皆さんが書いた応援メッセージが掲
示されています。
　この応援メッセージは、被災で傷ついた
佐用町を少しでも元気づけようと作成され
たもの。智頭線の普通車両１台につき１枚
掲示されています。
　なお両列車は、しばらくの間、運行され
る予定です。

ヘッドマークがついた車両と龍野北高校の生徒たち

智頭線車両内の応援メッセージ

復興のために大切に使用します
　このほど、町に自動車２台が寄贈されました。
　この自動車は、災害で亡くなられたかたのご
遺族からのもの。親族で協議し「多くの公用車
が廃車となった役場で使用してほしい」と寄贈
してくださいました。
　ご遺族の井上靜夫さん（桜山）は「自動車は
亡くなった息子夫婦が使用していたもの。公用
車とし役立てば幸いです」と話していました。

２
台
の
自
動
車
と
井
上

靜
夫
さ
ん

町内２か所に信号機新設
　地域の人たちの要望で、円光寺橋（円光
寺）と祇園橋（三日月下）付近に、信号機
がそれぞれ新設されました。
　10 月 26 日、それぞれの信号機で、佐用
警察署と各自治会の皆さんで、点灯式が行
われました。

点灯式のようす（祇園橋付近）
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成 人 式

■お問い合わせ　総務課

　☎８２－２５４９

平成22年

　　平成22年

　１月３日 日
受付　午後０時 30 時～
式典　午後１時 30 分～
記念撮影

さよう文化
情報センター

日時

場所

昨年の成人式のようす

　住基カードは、市区町村が希望者に交付している IC カード
です。このカードを作ると、次の点で便利です。
■住民票の転入転出手続きの際、　転出証明書が不要です。　
ただし、転出元の市区町村に、郵送で転出届が必要です。
■別途、公的個人認証サービスの手続きをすれば、自宅　か
らインターネットで確定申告や、自動車の登録（新　車のみ）
など行えます。
■顔写真付きのカードの場合、身分証明書として利用で　き
ます。運転免許証を返納した高齢のかたなどに便利　です。
■取得に必要なもの
　①縦 45㍉×横 35㍉の写真（顔写真付きを希望するかたのみ）
　　※住民課で撮影可能
　②本人確認書類
　　・１つでよいもの：運転免許証、パスポート
　　　※顔写真付　　　身体障害者手帳など
　　・２つ必要なもの：健康保険証、医療受給者証
　　　　　　　　　　　年金証書など
　③印かん
■手数料　平成 23 年３月 31 日までに交付申請されたか　た
は無料。ただし、公的個人認証サービス手続きをさ　れるか
たは別途５００円必要です。
■お問い合わせ　住民課　☎８２－０６６０

住基カードを
ご存知ですか

佐用町

■お問い合わせ　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

年末年始の業務
　年末は 28 日（月）まで通常業務です。
　また、29 日（火）は臨時開庁し、収
集と搬入の受付を行います。年始は４
日（月）から開始します。

日 月 火 水 木 金 土
1�/�0 �1 22 23 24 25 26

休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
27 28 29 30 31 1/1 ２
休 ○ ○ 休 休 休 休
３ ４
休 ○ ○ = 収集と搬入の受付を行う日

祝祭日の業務

　12月23日（天皇誕生日）
       1月11日（成人の日）

　また、直接搬入の受付時間、料金は
次のとおりです。
■受付　午前９時～午後４時 30 分
■料金　100㌔まで 300 円です。以降
　　　　は 100㌔ごとに 300 円が加算
　　　　されます。

　下記の日は、収集・搬入の受付を行
います。

佐用クリーンセンターからお知らせ
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サツマイモ堀りに歓声
藤木貞子さんが子どもたちを招待

　10 月 27 日、藤木貞子さん（上長尾）が、
佐用小学校１年生と佐用保育園児、佐用マリ
ア幼稚園児たち 63 人を、サツマイモ堀りに
招待しました。
　藤木さんのこの取り組みは今年で 10 年目。
子どもたちは大きなサツマイモを掘り、楽し
そうに歓声を上げていました。
　藤木さんは「被災した家庭もあり、子ども
たちを心配していましたが、笑顔を見て安心
しました」と話していました。掘りあげたサツマイモを手にうれしそう

な子どもたちと藤木さん（写真中央）

たくさんの標本を前に講演する
相坂さん

昆虫標本に興味津々
町内６小学校で出前昆虫館
　11 月 11 日と 18 日、25 日の３日間で、町昆
虫館主催の出前昆虫館が、町内６小学校で行わ
れました。この催しは同館が災害で休館してい
るため、子どもたちに昆虫にふれ合う機会を作
ろうと行われたものです。
　徳久小学校では、11 日の午後に開催され、
講師に同館を運営するＮＰＯ法人「こどもとの
むしの会」副理事長の相坂耕作さん（姫路市）が、
長年かかって集めた世界のトンボやチョウなど
の標本を使って、昆虫の魅力や不思議について
講演しました。

地域の復興を願って
平福地域づくり協議会がちょうちんを購入

　平福地域づくり協議会がこのほど、町並みを
飾るちょうちんを購入しました。これは宝くじ
のコミュニティ助成事業で購入したもの。今後
は、宿場町の雰囲気を盛り上げるため、旧因幡
街道沿いなどに飾られる予定です。
　同協議会会長の井上薫さん（延吉）は「この
ちょうちんが、平福の災害復興や活性化のとも
しびとなれば」と話していました。

購入したちょうちんと井上さん
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まちのわだい

FLASH NEWS
頑張れば夢かなう
南波美紅さんが中学バレーボールで全国大会へ
　12 月 25 日から 28 日にかけ、大阪で開催され
る第 23 回全国都道府県対抗中学バレーボール大
会に、鳥取県代表選手として安川出身の南波美紅
さん（15）が出場します。
　南波さんは小学５年生からバレーボールをはじ
め、小学６年のときは久崎ジュニアバレーボール
クラブで活躍しました。その後、監督や両親の勧
めで鳥取県の米子北斗中学校でバレーボールに打
ち込みました。
　南波さんは「支えてくださった皆さんに感謝し、
精一杯プレーします」と話していました。がんばれ！南波美紅さん

創立百周年を迎えて
佐用高校が記念式典

　10 月 24 日、創立百周年を迎えた佐用高校で、
記念式典が行われました。同式典は、このたびの
災害で縮小して行われましたが、在校生を含め多
くの人たちが参加しました。
　式典の前に、同窓会館改修の起工式が行われ、
その後式典の会場である体育館で、映像で見る佐
用高校の上映や、吹奏楽部の演奏が行われました。
　また、前バレーボール全日本女子チーム監督の
柳本晶一さんによる記念講演も行われました。

吹
奏
楽
部
の
演
奏

（
写
真
上
）
と
講
演

す
る
柳
本
晶
一
さ
ん

地域ぐるみで防犯対策
三日月地域づくり協議会
　11 月 13 日、きらめきケアセンター三日月
で、三日月地域づくり協議会主催の地域安全
活動員研修会が開催されました。同活動員は、
集落に１人以上配置され、悪質訪問販売など
の身近な相談員として活動しています。
　今回は、多可町生活安全課消費生活相談員
の蛭田弥栄さんを講師に招き「被害防止の対
策とトラブルの救済方法を学ぶ」と題して講
演をいただき、学習を深めました。　

真剣に耳を傾ける参加者の皆さん
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利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
1�
月
の
お
は
な
し

　
「
か
さ
じ
ぞ
う
」

■
申
し
込
み　

不
要

【
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
1�
月
の
お
は
な
し

　
「
だ
ん
ま
り
く
ら
べ
」

■
申
し
込
み　

不
要

　

年
末
年
始
は
休
館
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
12
月
15
日

（
火
）
か
ら
27
日
（
日
）
の

間
に
限
り
、
貸
出
数
の
上
限

を
な
く
し
、
新
刊
雑
誌
の
貸

出
期
限
も
２
週
間
に
延
長
し

ま
す
。

　

年
内
は
12
月
27
日
（
日
）

ま
で
開
館
し
、
新
年
は
１
月

５
日
（
火
）
か
ら
通
常
ど
お

り
開
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
中
の
図
書
の

返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

12
月
26
日(

土)

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報

　

セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　

※
保
護
者
の
参
加
も
可

■
1�
月
の
お
り
が
み

　
「
よ
ち
よ
ち
ペ
ン
ギ
ン
」

　
「
ペ
ン
ギ
ン
の
フ
ォ
ー
ク

　

カ
バ
ー
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
折
り

　

紙
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 12 月   December  師走     １月　January     睦月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　      １ ２ ３ ４ ５     　 　 　 　 １ ２
　６ ７ ８ ９ 10 11 12  ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
  13 14 15 16 17 18 19  10 11 12 13 14 15 16
  20 21 22 23 24 25 26  17 18 19 20 21 22 23
  27 28 29 30 31　　　  24 25 26 27 28 29 30
                        31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

年
末
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

図書館カレンダー

　

毎
日
、
す
ぐ
に
一
日
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

ゆ
っ
く
り
時
間
が
流
れ
て
い

た
の
に
な
」
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
時
間
で
も
大
人
と
子

ど
も
が
過
ご
し
て
い
る
時
間

は
、
同
じ
種
類
の
も
の
で
は

な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
人
の
時
間
は
常
に
流
れ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
は
そ
の

時
、「
今
」
な
の
で
す
。
出

か
け
る
か
ら
靴
を
履
く
の
で

は
な
く
、
靴
を
履
く
の
を
楽

し
み
、
食
事
も
片
付
け
の
こ

と
な
ど
考
え
ず
、
遊
び
と
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
瞬
間
、

瞬
間
が
一
生
懸
命
で
す
。

　

大
人
の
都
合
で
せ
か
し
て

ば
か
り
い
る
と
、
子
ど
も
は

「
自
分
は
遅
い
」
と
思
い
込

み
、
自
信
を
失
い
ま
す
。
ま

た
、
遅
い
か
ら
叱
る
の
は
逆

効
果
。
余
計
に
反
抗
し
、
萎

縮
し
ま
す
。
大
人
の
時
間
に

子
ど
も
を
引
っ
張
り
こ
も
う

と
す
る
か
ら
イ
ラ
イ
ラ
す
る

の
で
す
。
手
出
し
し
た
い
と

こ
ろ
を
ぐ
っ
と
我
慢
。
子
ど

も
の
自
分
で
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
待
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
で
き
た
ら
「
す
ご

い
ね
」
と
褒
め
る
の
も
忘
れ

ず
に
。
や
む
を
得
ず
急
が
せ

る
場
合
は
、
小
さ
く
て
も
大

人
が
事
情
を
話
せ
ば
わ
か
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
時
間
は
、

ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
ま
す
。

大
人
が
子
ど
も
の
時
間
に
寄

り
添
う
こ
と
で
、
や
さ
し
い

気
持
ち
で
子
ど
も
を
見
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

 　

   　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
上
月
体
育
館
内
）

 　

 　

 　

 

☎
86
・
０
４
４
１

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

マ
マ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り

子
ど
も
の
時
間
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最
近
、
電
動
カ
ー
ト
を
運

転
し
て
い
る
お
年
寄
り
の
姿

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

電
動
カ
ー
ト
の
利
点
は
、

家
族
な
ど
に
頼
る
こ
と
な
く

都
合
の
良
い
時
間
に
、
好
き

な
所
へ
出
か
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
高
齢
の
た
め
、
車

に
乗
れ
な
く
な
っ
た
り
、
身

体
的
に
外
出
が
困
難
に
な
っ

た
り
し
た
か
た
で
も
、
電
動

カ
ー
ト
を
利
用
す
る
と
、
自

由
に
買
い
物
・
通
院
な
ど
に

出
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
自
立

し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

運
転
免
許
も
い
ら
ず
、
操

作
も
簡
単
、
だ
れ
で
も
容
易

に
乗
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

反
面
、
事
故
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ

の
原
因
は
操
作
の
誤
り
な
ど

利
用
者
に
起
因
す
る
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
者
に
は
、
必
ず
販
売

店
で
試
乗
と
運
転
に
関
す
る

説
明
を
き
ち
ん
と
受
け
、
慣

れ
る
ま
で
危
険
の
少
な
い
場

所
で
練
習
を
し
た
上
で
、
交

通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
て
安
全

に
利
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

電
動
カ
ー
ト
の
便
利
性
・

危
険
性
を
理
解
し
て
、
安
全

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
か
た
で
、
電
動
カ
ー
ト
を

利
用
し
た
い
場
合
は
、
レ
ン

タ
ル
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
必
要
性
を
き
ち
ん
と

確
認
し
た
上
で
の
利
用
と
な

り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

　
　

     

☎
87
・
８
０
２
０

●大人向けの本
　天才・異才が飛び出すソニーの不思議な研究所
　　　　　　　　　　　所　真理雄／著　日経ＢＰ社
　康子十九歳戦渦の日記　門田　隆将／著　文芸春秋
　ふるさと兵庫１００山　
　　兵庫県山岳連盟／編  神戸新聞総合出版センター
　「ふるさと」の発想　－地方の力を活かす
　　　　　　　　　　　   西川　一誠／著　岩波書店
　「懲役」を知っていますか？　－有罪判決がもたらすもの
　　　                                                 本間　竜／著　学研
　1� 歳のハローワーク　
      18 歳のハローワーク制作プロジェクト／編　ゴマブックス
　夜中にチョコレートを食べる女性たち　幕内　秀夫／著　講談社
　終りよければすべてよし　羽田　澄子／編著　岩波書店
　手編みのソックス　   嶋田　俊之／著　文化出版局
　マタニティ・ウォーキング安産ＢＯＯＫ
　　　　　　　　  やまもと　よしこ／著　現代書館

　思い出の写真整理・保存・修復・活用法
　   　－団塊世代に贈る　瀬川　陣市／著　日本法令
　山崎豊子自作を語る１　－作家の使命私の戦後
 　　　　　　　　　　　　  山崎　豊子／著　新潮社
　わたし、生きるからね　－重度障がいとガンを超えて
　                                    小山内　美智子／著　岩波書店
■なでしこ御用帖               宇江佐　真理／著　集英社
■巡査の休日　       佐々木　譲／著　角川春樹事務所
★掏摸（すり）　　　中村　文則／著　河出書房新社
★後悔と真実の色　　　　  貫井　徳郎／著　幻冬舎
　聖徳太子の密使　　　  　平岩　弓枝／著　新潮社
　いかずち切り   　　　　山本　一力／著　文芸春秋
　おてんば八十八歳。喜び上手の生　清川　妙／著　海竜社
　七秒しか記憶がもたない男　－脳損傷から奇跡の回復を遂げるまで
　 デボラ・ウェアリング／著　ランダムハウス講談社
　お皿監視人　－あるいはお天気を本当にきめているのはだれか 
 　　　　　　　 ハンス・ツィッパート／作　三修社
●子ども向けの本
　知ろう！防ごう！インフルエンザ１・２
　　　　　　　　　　  田代　真人／監修　岩崎書店
　世界のあやとり大集合　－親子であそぼう！
　　　　　　　　　　　　  東京書店／編　東京書店
　ぐりとぐらのしりとりうた
　　　　　   　なかがわ　りえこ／さく　福音館書店
　神々の午睡（うたたね）　あさの　あつこ／著　学研パブリッシング
　黒ねこの王子カーボネル　バーバラ・スレイ／作　岩波書店

★は図書館と南光図書室に、■は図書館と三日月図
書室にあります。上月図書室は休館しています。

新着図書案内
2009.10.19 ～ 11.15　受け入れ分の一部

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

で
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い

便
利
な
電
動
カ
ー
ト
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　クリスマスや忘年会、お正月に新年会。
何かとイベントの多いこの時季は、おなか
の調子を崩しがちです。また、季節にかか
わらず、胃腸に不調を感じている人は意外
と多いようです。
　かぜなどの病気にも負けないためには、
胃や腸の健康が欠かせません。心身ともに
快適な生活を送るために、胃腸を元気にし
ましょう。

胃腸を元気にするヒント
■腹八分目に
　満腹になるまで食べると胃の働きが悪く
なり、負担をかけることになります。消化
をスムーズにするためにも「もう少し食べ
られる」と思う腹八分目でストップ。特に
夕食は寝る２～３時間前までにすませまし
ょう。

■脂肪に注意
　油っこい食事は消化に時間がかかるため、
胃液の分泌が長時間続き、胃の粘膜を刺激
することになります。胃腸の負担を減らす
ためには、脂肪分に注意。ただし、たんぱ
く質は充分にとりたいもの。消化のよい素
材選びとともに、調理にも工夫をしましょう。
■よくかもう
　よくかんで味わって食事をすると、胃腸
が活性化されて消化液の分泌も増え、消化
能力が高まります。消化しやすい状態で飲
み込めば胃の負担が軽くなるので、よくか
んで食べる習慣をつけましょう。

　宴会などが続いたあとは、ちょっと胃腸
も休憩。消化のいいものを腹八分目にし、
胃腸の元気を取り戻しましょう。

あなたの胃腸は大丈夫？食育だより

 

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
は
、
難

病
患
者
の
医
療
費
の
助
成
制
度
で

す
。疾
患
ご
と
に
認
定
基
準
が
あ
り
、

県
の
認
定
が
必
要
で
す
。
こ
の
制
度

の
対
象
が
11
疾
患
追
加
さ
れ
ま
す
。

■
追
加
さ
れ
る
対
象
疾
患
名

　

間
脳
下
垂
体
機
能
障
害
、
家
族
性

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
脊
髄
性

筋
萎
縮
症
、
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
、

慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎
、

肥
大
型
心
筋
症
、
拘
束
型
心
筋
症
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
、
リ
ン
パ
脈
管

筋
腫
症
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）、
重
症
多
形
滲

出
性
紅
斑
（
急
性
期
）、
黄
色
靱
帯

骨
化
症
※
国
が
定
め
る
認
定
基
準
を
満

た
す
症
状
・
所
見
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
限
な
ど

　

11
疾
患
に
限
り
、
12
月
中
に
申
請

す
る
と
、
有
効
期
間
の
始
期
を
最
大

で
10
月
１
日
に
遡
り
ま
す
。

■
申
請
・
相
談
窓
口

　

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課　

　

☎
０
７
９
１
・
63
・
５
６
８
６

対
象
疾
患
が
追
加
さ
れ
ま
す

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

　年末年始は、医療機関の診療が
普段と異なります。また小さなお
子さんは、急な発熱や体調の変化
が起こりやすいものです。そんな
とき、小児救急医療相談窓口を活
用しましょう。専門のスタッフが
対処方法などを助言します。

小児救急医療電話相談窓口
■携帯電話、プッシュホン回線
　＃８０００
■ダイヤル回線

（０７８）７３１－８８９９ 
■開設時間

【平日・土曜日】
　午後６時～午前０時

【日曜日、祝日及び年末年始】
　午前 � 時～午前０時

小児救急医療電話相談
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★すくすく健康相談
　　  12月11日（金）13：30～（平成21年６月生まれ）

　　   １月８日（金）13：30～（平成21年７月生まれ）

★１歳６か月児健診 （平成20年４月～５月生まれ）

　　  12月15日（火）13：00～
★ヨチヨチ健康相談（平成20年12月生まれ）

　　  12月18日（金）13：30～
★４か月児健診（平成21年８月生まれ）

　　  12月21日（月）13：30～
★ぱくぱく離乳食教室
　（すくすく健康相談後～１歳６か月未満）

　　  １月 ７日（木）10：00～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　  １月13日（水）
　　　２か月～６か月児　　10：00 ～ 11：30
　　　７か月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00
　  ※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

右の QR コードで携帯電話でもご覧いただけます。

■機能訓練教室
　 12月９日（水）
　 12月16日（水）
　両日とも 13：30 ～ 15：30
■デイ・ケア（精神障害者社会復帰訓練事業）
　 12月８日（火）
　 12月24日（木）
　 両日とも 13：30 ～ 15：30
■こころのケア相談（要予約）
　 １月14日（木）13：30～16：00

※いずれも場所は佐用町保健センター

■お問い合わせ
　佐用町保健センター
　☎８２－２０７９

　

　メタボリックシンドロームを調べる検査
は「腹囲測定」と「血圧」「脂質」「血糖」で、
すべて動脈硬化と密に関係しています。そ
の動脈硬化を進める直接の要因に「喫煙」
があります。
　たばこに含まれる化学物質は約 400 種
類。そのうち約 200 種類は有害物質で、
血液中の HDL（善玉）コレステロールを
減らします。動脈硬化を進行させ、狭心症
や心筋梗そく、脳卒中の原因となります。
　「いまさらやめても」とあきらめ気味な
かたも多いですが、禁煙すると自分の体が
健康になっていくことを実感できます。
　「できることなら禁煙したい」と考えた
ときがやめどきです。即、禁煙にチャレン
ジしてみましょう。その日のうちに効果は
あらわれ始めます。
　48 時間で臭いと味の感覚が復活し始め、

食事がおいしくなります。48 ～ 72 時間で
ニコチンが体から完全に抜けるといわれて
います。平均して 5 年たてば、たばこの影
響はほぼなくなり、10 年たつと肺がんの
死亡率も非喫煙者とほぼ同レベルまで下が
ります。「禁煙中、誘惑に負けて吸ってし
まった」。でも大丈夫。再度チャレンジし
ましょう。何よりも挑戦することが大切で
す。しかし、何度も禁煙にチャレンジして
いるのに禁煙できない人の多くは「ニコチ
ン依存症」となっています。喫煙は今や嗜
好ではなく、病気として認められ、禁煙治
療も条件を満たせれば、医療保険が適用さ
れるようになりました。
　まずは禁煙外来のある医療機関に問い合
わせてみましょう。「ニコチンパッチ」「電
子たばこ」など上手に活用し、禁煙生活の
第一歩を踏み出しましょう。

禁　煙
シリーズ　メタボリックシンドローム

行事カレンダー
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11月20日現在（　）内は前月比

12 月上旬～１月上旬

人のうごき
　人　口　２０，３４４人（－３３）
　　　　　男 　９，７２１人   （ー２１）
　　　　　女 １０，６２３人   （－１２）

　世帯数　　７，２４３戸（－　１）

　11月中の移動
      出生　１２人　死亡 　３６人
      転入　３１人　転出 　４０人

■ちょうみんカレンダー

■販売物　鶏卵、キムチ、キャ
　ベツ、ミニ葉ボタンなどの
　農産物や、家政科手づくり
　作品、紅茶ケーキ、シフォ
　ンケーキほか
■その他　焼き芋の無料配布
　もあります。
問佐用高校
　☎８２－２４３４

　「 ホ ス ピ タ ル ダ イ エ ッ ト 」
などと称されるタイ製のやせ
薬については、これまで死亡
事例を含め健康被害が報告さ
れています。
　健康被害が発生するおそれ
がありますので、このような
製品を個人で輸入して服用し
ないでください。また服用で
体調異常が現れた場合は、直
ちに服用を中止し、医療機関
を受診するとともに、最寄り
の健康福祉事務所（保健所）
にお申し出ください。
問兵庫県健薬務課
　☎０７８（３４１）７７１１
　（内線）３３１２

　家庭からでるごみを、ドラ
ム缶などで焼却することは法
律で禁止されています。
　農林業を営むうえで、やむ
を得ないものなど一部例外も
ありますが、家庭から出るご
みは、ごみ収集に出すか、佐
用クリーンセンターへ直接搬
入するようにしてください。
問住民課
　☎８２－０６６０

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
12/9 水   福祉相談   南光地域福祉センター  13:30 ～ 16:00
15 火

   行政相談

  役場本庁舎２階会議室
 13:00 ～ 15:00

16 水
  上月支所１階相談室
  南光文化センター会議室
  三日月文化センター会議室  9:00 ～ 11:00

20 日   がんばろう佐用町
  in おりひめ   本紙９㌻をご覧ください。

25 金   弁護士相談
（社協へ要予約）   佐用町地域福祉センター  13:00 ～ 15:30

1/3 日   佐用町成人式   本紙 13㌻をご覧ください。 13:00 ～ 16:00

９ 土
  ハロー・ディア・エネ
ミー！ 80 作品 With ひか
りのさと少年少女合唱団

  本紙８㌻をご覧ください。  

お誕生おめでとう
10月21日から11月20日届出分　敬称略

      氏　名  　 保護者       自治会

個人情報のため非公開

お悔やみ申し上げます
10月21日から11月20日届出分　敬称略

        氏　名      年齢     自治会
　個人情報のため非公開

ご注意ください
個人輸入のやせ薬 

家庭から出るごみは
焼却しないでください 

        氏　名     年齢     自治会
　 個人情報のため非公開
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■試験実施日
　平成22年2月7日(日)
■試験種類
　甲種、乙種第 1 類～第６類、
　丙種
■願書受付期間
　平成22年１月４日(月)
　　　　　　～１月12日(火)
■受付方法　郵送または持参
■受付場所
　〒 650 － 0011
　神戸市中央区下山手通
　5-12-7 協和ビル 5 階
　( 財 ) 消防試験研究センター
　兵庫県支部
■試験場所　県立大学姫路書
　写キャンパスほか県下６会場
問消防署　☎８２－３８７４

【�010 年農林業センサス】
　農林水産省では、来年２月
１日現在で「2010 年世界農
林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業
の実態を明らかにし、国や都
道府県、市区町村など、広く
利用できる総合的な統計資料
を得るための調査です。
　また、全国の農家や林家を
はじめ、すべての農林業関係
者を対象に行われる『農林業
の国勢調査』ともいうべきも
のです。
　皆さまのお宅や会社などに
調査員が伺いましたら、ご協
力をお願いします。
問農林振興課
　☎８２－０６６７

【工業統計】
　経済産業省では、12 月 31
日現在で「工業統計調査」を
実施します。
　工業統計調査は、製造業を
営む事業所を対象に行われ、
調査結果は、国や地方公共団
体をはじめ、企業、大学など、
広く利用できる総合的な統計
資料を得るための調査です。
問まちづくり課
　☎８２－０６６４

■全額免除のケース
　障害のあるかたが世帯構成
員で、世帯全員が町民税非課
税の場合
■半額免除のケース
①視覚・聴覚障害者が世帯主
　の場合
②重度の障害（身体障害者手帳
　１・２級、療育手帳 A 判定、精
　神障害者手帳１級）のかたが
　世帯主の場合
■申請手続き
　福祉課、各支所・出張所に
申請用紙があります。印かん
と障害者手帳を添えて申請し
てください。
問 NHK コールセンター
　☎０５７０( ０７７) ０７７
　福祉課　☎８２－０６６１

　日ごろの感謝の意を込めて、
即売会を開催します。皆さん
ぜひ、ご来場ください。
■日時　12 月 17 日（木）
　午前 11 時～正午
■場所　佐用高校前庭

12月25日  金  
口座振替日は12月25日（金）です

納税は納期限までに！

■お問い合わせ　
　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の納税

【今月の納税相談日  1� 月 1� 日（金）】
受付時間：午前８時 30 分～午後５時
受付場所：役場本庁　税務課
対　　象：災害・盗難・疾病・失業や
　廃業などで、納期限までに町税が納
　められないかた

危険物取扱者
試験日程

介護保険料（普通徴収）第５期分
　　納期限

後期高齢者医療制度（普通徴収）第６期分
　　納期限

■お問い合わせ　
　　健康課　☎８７－８０２０

■お問い合わせ　
　　福祉課　☎８２－０６６１

納期限

国民健康保険税第５期分

火の用心で明るい新年を

年末火災特別
警戒実施中

佐用高校
感謝即売会

12月25日  金  

12月25日  金 

ご協力ください
統計調査

12月1日火  ～  31日木

障害があるかたが対象
NHK 受信料免除

■お問い合わせ　
　　消防署　☎８２－３８７４



◆
災
害
発
生
直
後
、あ
る
被
災
さ
れ
た
か
た
が
、

朝
、
片
付
け
を
し
よ
う
と
家
の
前
に
出
る
と
、

美
し
い
パ
ン
ジ
ー
の
鉢
植
え
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
そ
の
周
り
は
、
き
れ
い
に
掃
除
が

さ
れ
て
い
ま
す
。「
だ
れ
か
ら
だ
ろ
う
」。
近
所

の
友
人
に
話
す
と
、
そ
の
家
に
も
鉢
植
え
が
あ

り
ま
し
た
。
◆
近
所
で
話
し
合
う
と
、
す
ぐ
に

だ
れ
の
好
意
か
分
か
り
ま
し
た
。
花
好
き
の
そ

の
女
性
は
「
私
は
幸
い
に
も
被
災
を
免
れ
ま
し

た
。
被
災
し
た
友
人
へ
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
や
っ
た
ま
で
」
と
控
え
め
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
気
が
滅

入
っ
て
い
た
と
き
だ
け
に
、
そ
の
温
か
さ
に
ふ

れ
、
感
激
し
た
そ
う
で
す
。
花
と
い
う
形
で
、

さ
し
の
べ
ら
れ
た
手
。
そ
の
ぬ
く
も
り
は
、
被

災
し
た
人
た
ち
の
心
を
、
今
日
ま
で
い
や
し
て

き
ま
し
た
。
◆
け
な
げ
に
咲
く
パ
ン
ジ
ー
は
、

今
は
道
路
に
面
し
た
軒
下
な
ど
に
飾
ら
れ
、
大

切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
風
に
揺
れ

な
が
ら
、
被
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
町
並

み
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
ま
す
。
道
行
く
人
々

に
「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
と
激
励
の
エ
ー

ル
を
送
り
な
が
ら
。
Ⓗ

　

編
集
後
記

佐
用
町
人
権
ポ
ス
タ
ー

平成21年度

子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
そ
ろ
う

▲ 園児の部（中安保育園）
きぬがさそうまくん
ふじもとあいなちゃん
もりわきめいちゃん
かみやゆうとくん
たかしまりくくん
ふじもとこうへいくん

▲ 小学生低学年の部
　児嶋克哉くん（幕山小）

▲ 小学生高学年の部
　藤木文香さん（三日月小）

▲ 中学生の部
　船曳美沙さん（佐用中）

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
の
た
め
、
毎
年
子
ど
も
た
ち
か
ら
募
集
し
て
い
る
佐
用
町
の
人
権

ポ
ス
タ
ー
が
今
年
も
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
後
、
町
の
啓
発
事
業
な
ど

に
活
用
い
た
し
ま
す
。

12月10日は人権デー・12月4日～10日は人権週間

大切に育てられている
パンジー


